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北日本から得られたマエソ属魚類 3種
（ワニエソ，トカゲエソ，ツケアゲエソ）の記録

古𣘺龍星 1・本村浩之 2

Forty-two specimens [77.3–270.1 mm standard length (SL)] 
of Saurida elongata Temminck and Schlegel, 1846, six speci-
mens (136.8–380.1 mm SL) of Saurida eso Jordan and Herre, 
1907, and a single specimen (323.9 mm SL) of Saurida cf. 
undosquamis (Richardson, 1848) were collected from norhern 
Japan [S. elongata: Hokkaido, Aomori, and Ibaraki prefectures; S. 
eso: Hokkaido, Mutsu Bay (Aomori Prefecture), and Yamagata 
Prefecture; S. cf. undosquamis: Aomori Prefecture]. In Japanese 
waters, S. elongata, S. eso, and S. cf. undosquamis have pre-
viosly been recorded from southward of Akita and Fukushima 
prefectures, southward of Hokkaido, and southward of Aich Pre-
fecture, respectively. The specimens of S. elongata represent the 
first records from the above-mentioned localities, the Hokkaido 
specimen of S. eso represents the reriable record from Hokkaido, 
and the Mutsu Bay and Yamagata Prefecture specimens of S. eso 
represent the first records from the areas, and the specimen of S. 
cf. undosquamis represents the first record from Aomori Prefec-
ture. Incidentally, the Hokkaido specimens of S. elongata and S. 
eso, and the Aomori Prefecture specimen of S. cf. undosquamis 
are the northernmost record for each species (record of S. eso is 
on a par with Russian records from Peter the Great Bay).
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 Abstract

エソ科マエソ属（Synodontidae: Saurida）は世界で 25

有効種が知られており，インド・太平洋からは 20種が記

録されている（Russell et al., 2024a, b; Fricke et al., 2025）．

近年においては S. fortis Furuhashi et al., 2022や S. weijeni 

Russell et al., 2024がインド・太平洋域から新種として記載

され，本属魚類の同海域における種多様性が明らかにな

りつつある．また，Russell et al. (2024b)は長年有効とされ

ていた S. elongata Temminck and Schlegel, 1846と S. wanieso 

Shindo and Yamada, 1972，そして S. elongataの新参異名と

されていた S. eso Jordan and Herre, 1907の分類学的位置づ

けについて整理し，S. waniesoは S. elongataの新参異名，

S. esoは有効種であることを明らかにした．これまで日

本産マエソ属魚類のトカゲエソとワニエソはそれぞれ S. 

elongataと S. waniesoに同定されていたが，上記の結果，

トカゲエソは S. eso，ワニエソは S. elongataに適用された．

また，両種の分布についても再検討が行われ，両種とも概

ね日本近海から南シナ海にかけての東アジア域のみに分布

し，これまで考えられていたよりも分布域が狭いことが明

らかになった．

このような分類学的混乱が起きていた要因として本属

魚類の識別が難しいことが挙げられる．古𣘺・本村（2022a–

c, 2023）は本属魚類の記録について多数の誤同定を指摘し

てきたが，正確に同定するには実際に標本を調査し，標徴

を確認する必要があるとしている．つまり，過去の記録の

信頼性は標本や写真の有無だけでなく，正しく標徴が確認・

記載されていることに左右される．したがって，本属魚類

の正確な分布を明らかにするには標本や写真などの証拠に

加え，同定の根拠（標徴の記載）を併記することが重要で

ある．

エソ科魚類の分類学的研究の過程で北日本からワニエ

ソ，トカゲエソ，およびツケアゲエソ S. cf. undosquamisに

同定される標本（それぞれ 42，6，および 1標本）が確認

された．この 3種はこれまで国内においてそれぞれ秋田県

と福島県以南，北海道以南，および愛知県以南から記録さ

れていた（山田・柳下，2013；尼岡ほか，2020; Furuhashi 

et al., 2022；古𣘺・本村，2023）．しかし，前者 2種につい

ては同定の根拠を伴う記録が限られており，誤同定の可能

性を鑑みると記録の信頼性は高くない．そのため，本研究

では上記 3種の標本について同定の根拠とともに報告す

る．
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材料と方法
標本の計数・計測方法は Inoue and Nakabo (2006)，

Russell et al. (2015)，および Furuhashi et al. (2022)にしたがっ

た．標準体長（standard length）は体長または SLと表記し

た．背鰭起部と腹鰭起部を結んだ線は P–D線と表記した．

第 1鰓弓の最前の下枝鰓耙の基底前端は最前の鰓耙と表記

した．体各部の計測はノギスを用いて 0.1 mm単位まで行っ

た．本研究で用いた研究機関略号はSabaj (2020)にしたがっ

た．ツケアゲエソの学名は古𣘺・本村（2023）にしたがった．

Saurida elongata (Temminck and Schlegel, 1846)

ワニエソ
（Fig. 1; Table 1）

標本　42個体（体長 77.3–270.1 mm）．北海道：HUMZ 

228105，体長 237.7 mm，北斗市上磯沖，2016年 10月 25日．

青森県：HUMZ 230062，体長 123.9 mm，HUMZ 230063，

体 長 89.4 mm，HUMZ 230064， 体 長 96.5 mm，HUMZ 

230065，体長 121.5 mm，HUMZ 230066，体長 125.0 mm，

Fig. 1. Photographs of Saurida elongata (A: HUMZ 228105, 237.7 mm SL, Hokkaido; B: HUMZ 232199, 218.2 mm SL, Aomori Pre-
fecture; C: HUMZ 232332, 131.3 mm SL, Aomori Prefecture; D: YCM-P 25182, 256.8 mm SL, Ibaraki Prefecture). A–C: fresh; D: 
preserved.
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HUMZ 230067，体長 97.6 mm，HUMZ 230068，体長 98.5 

mm，HUMZ 230069， 体 長 120.7 mm，HUMZ 230070，

体 長 96.9 mm，HUMZ 230071， 体 長 123.4 mm，HUMZ 

230072， 体 長 129.1 mm，HUMZ 230073， 体 長 127.3 

mm，HUMZ 230074，体長 119.3 mm，HUMZ 230075，体

長 135.3 mm，HUMZ 230076， 体 長 117.7 mm，HUMZ 

230077，体長 123.7 mm，HUMZ 230078，体長 105.7 mm，

HUMZ 230079， 体 長 107.5 mm， 陸 奥 湾（40°57′35″N, 

140°45′15″E–40°58′20″N, 140°45′17″E）， 水 深 50–51 m，

2018年 11月 7日，うしお丸；HUMZ 232195，体長 154.3 

mm，HUMZ 232196，体長 116.3 mm，十三湖沖，水深

200 m，2021 年 5 月 27 日；HUMZ 232197， 体 長 139.3 

mm，HUMZ 232198，体長 77.3 mm，つがる市高山沖，水

深 100 m，2021年 6月 10日；HUMZ 232199，体長 218.2 

mm，HUMZ 232200，体長 139.5 mm，HUMZ 232201，体

長 160.8 mm，HUMZ 232202， 体 長 159.0 mm，HUMZ 

232203， 体 長 144.6 mm，HUMZ 232204， 体 長 152.1 

mm，HUMZ 232205，体長 152.1 mm，HUMZ 232206，体

長 125.5 mm，HUMZ 232207， 体 長 135.4 mm，HUMZ 

232208，体長 134.7 mm，HUMZ 232209，体長 126.2 mm，

つがる市出来島沖，水深 100 m，2021 年 6 月 24 日；

HUMZ 232329，体長 91.9 mm，HUMZ 232330，体長 79.8 

mm，HUMZ 232331，体長 99.5 mm，川内町沖　陸奥湾

（41°04′48″N, 141°02′03″E–41°04′54″N, 140°59′43″E），水深

46–47 m，オッタートロール，2019年 11月 7日，うしお

丸；HUMZ 232332，体長 131.3 mm，HUMZ 232334，体長

128.3 mm，HUMZ 232335，体長 122.5 mm，青森市沖　陸

奥 湾（40°57′44″N, 140°45′09″E–40°56′02″N, 140°45′30″E），

水深 44–51 m，オッタートロール，2019年 11月 8日，う

しお丸．茨城県：YCM-P 25182，2個体，体長 256.8–270.1 

mm，北茨城市　平潟漁港，1991年 2月 22日．

同定　本研究で記載した標本は側線鱗数が 54–56であ

ること，胸鰭後端が P–D線に達するまたは越えること，

最前の鰓耙が基鰓骨と下鰓骨の接合部後端より前方に位

置すること，および尾鰭上縁が一様に暗色で暗色点列が

ないこと（一部を除く；後述）が Furuhashi et al. (2022)と

Russell et al. (2024b)の示したワニエソ Saurida elongataの

特徴に一致したため本種に同定された．

分布　日本，韓国，中国大陸沿岸，東シナ海大陸棚域，
台湾，および海南島に分布し，日本国内においては秋田

県と福島県から九州南部にかけての日本海・東シナ海沿

岸・太平洋沿岸，瀬戸内海，鹿児島湾，甑島列島，および

東シナ海大陸棚から記録されていた（山田ほか，2007；山

田・柳下，2013; Furuhashi et al., 2022; Fukatani et al., 2024; 

Russell et al., 2024b; Koreeda and Motomura, 2025）．本研究

により新たに北海道，青森県，および茨城県から本種が標

本に基づき記録された．Ta
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Gloerfelt-Tarp and Kailola (1984, 2022)はインドネシア南

部から S. wanieso（現在のワニエソ S. elongata）を報告し

たが，写真個体は胸鰭後端が腹鰭起部直上に僅かに届いて

いないことから本種ではなく（ワニエソでは少なくとも腹

鰭起部直上を越える），S. micropectiralis Shindo and Yamada, 

1972や S. tumbil Bloch, 1795，もしくはそれらに類似する

種であると考えられる（Russell, 1999; Furuhashi et al., 2022; 

Russell et al., 2024b）．したがって，本種の確かな南限記録

は南シナ海北部の海南島である．

備考　ワニエソは尾鰭上縁に暗色点列がなく，一様に
暗色であることが本種の標徴とされていたが，本研究で使

用した青森県産 37標本（欠損個体を除く）のうち一部の

標本（15個体：体長 77.3–139.5 mm）において尾鰭上縁に

ごく不明瞭な暗色点列をもつ標本がみられた（Fig. 1C；点

列のない標本は 22個体：体長 79.8–218.2 mm）．小型から

大型個体まで多数のワニエソの標本を扱った研究（Shindo 

and Yamada, 1972; Furuhashi et al., 2022; Russell et al., 2024b）

においてもそのような個体は確認されておらず，上記の標

本は本種において尾鰭上縁に暗色点列をもつ初めての事例

となる．しかし，尾鰭上縁に不明瞭な暗色点列をもつこ

とがある種はドロゾメエソ，マエソ S. macrolepis Tanaka, 

1917，クロエソ S. umeyoshii Inoue and Nakabo, 2006，およ

びツケアゲエソが知られるが，前者 3種とは「同定」の

項目で示した側線鱗数（マエソとクロエソは 52以下）と

最前の鰓耙の位置（ドロゾメエソは後方）によって容易

に識別される（古𣘺・本村，2023）．一方，ツケアゲエソ

とワニエソは主に尾鰭上縁の暗色点列の有無と胸鰭の長

さで識別されていたが（Furuhashi et al., 2022；古𣘺・本

村，2023），ツケアゲエソには稀に暗色点列が不明瞭な個

体がみられ（古𣘺・本村，2022b），本研究においてワニエ

ソにも不明瞭な暗色点列をもつ個体がいることが明らか

となり，点列の有無だけでは識別が難しいことが確認さ

れた．なお，胸鰭の長さについてはツケアゲエソでは通

常 P–D線に達さず（稀に達する），ワニエソでは僅かに達

しないか達する，または越えることでやや異なり（小型個

体では越えることが多い），この形質のみの識別も難しい

（Furuhashi et al., 2022; Russell et al., 2024b；本研究）．ただし，

ツケアゲエソの尾鰭上縁は暗色にはならず，点列の間は

尾鰭の地色と同じであることに対し（古𣘺・本村，2022b, 

2023），ワニエソでは尾鰭上縁が点列の有無に限らず暗色

で，尾鰭の地色よりも濃いことで異なる（Furuhashi et al., 

2022; Russell et al., 2024；本研究）．本研究において暗色点

列が確認された標本は側線鱗数が 54–55であること，胸鰭

後端が P–D線に達するまたは越えること，および最前の

鰓耙が基鰓骨と下鰓骨の接合部後端より前方に位置するこ

とを満たしており，加えて尾鰭上縁が暗色であった．した

がって，上記の暗色点列をもつ標本はワニエソであると判

断された．この変異は小型個体にのみ確認されたが，小型

個体において暗色点列をもつことが多い（小型個体でも点

列がない個体もいる）のは日本本土，台湾，およびベトナ

ム産のマエソと類似している（古𣘺・本村，2022c）．マエ

ソにおいては大型個体ほど点列をもつ個体が減少するた

め，点列の有無は個体による変異または成長段階の変異で

あると考えられている．よって，本研究においてもワニエ

ソの小型個体における点列の有無は個体による変異または

成長段階の変異であると判断した．ただし，上記の変異が

みられた個体はすべて青森県産であり，同所ではこのよう

な変異が起こりやすい可能性がある．これが地理的な要因

に起因するものであるかは他の海域において本種の小型個

体を多数収集して検討する必要がある．

ワニエソのこれまでの分布の北限は秋田県であり（Furu-

hashi et al., 2022），北海道から得られた標本は本種の分布

の北限を更新する記録となる．青森県からは日本海沿岸と

陸奥湾から多数の標本が得られた．太平洋沿岸からは本

種の卵の記録があるが（青森県水産増殖センター，1989），

同定の根拠がなくこの記録は不確かである．したがって，

本研究で使用した青森県産標本は本種の青森県からの標

本に基づく確かな記録となる．茨城県沿岸の魚類は船橋

（1998）によって包括的にまとめられているが，本種は掲

載されていない．したがって，茨城県産標本は本種の同県

における初めての記録となる．

Saurida eso Jordan and Herre, 1907

トカゲエソ
（Fig. 2A, B; Table 1）

標本　6個体（体長 136.8–380.1 mm）．北海道：HUMZ 

101761，体長 380.1 mm，石狩湾，水深 12 m，1983年 7

月 31 日．青森県：HUMZ 232333，体長 136.8 mm，青

森 市 沖　 陸 奥 湾（40°57′44″N, 140°45′09″E–40°56′02″N, 

140°45′30″E），水深 44–51 m，オッタートロール，2019年

11月 8日，うしお丸．山形県：HUMZ 3211，体長 343.0 

mm，HUMZ 3212， 体 長 231.1 mm，HUMZ 3213， 体 長

213.9 mm，HUMZ 3216，体長 264.9 mm，鶴岡市温海．

同定　本研究で記載した標本は側線鱗数が 59–65であ

ること，胸鰭後端が腹鰭起部直上に達しないこと，尾柄部

の側線鱗が隆起すること，および鋤骨歯帯が分離しないこ

とが Russell et al. (2024b)の示したトカゲエソ Saurida eso

の特徴に一致したため本種に同定された．

分布　ロシア，日本，韓国，中国大陸沿岸，渤海，黄海，
東シナ海大陸棚域，台湾，南シナ海，およびベトナムに分

布し，日本国内においては北海道，青森県から九州南部に

かけての日本海・東シナ海・太平洋沿岸，瀬戸内海，対馬，

五島列島，および東シナ海から記録されていた（宮原ほか，
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2002；山田ほか，2007；山田・柳下，2013; Zemnukhov et 

al., 2016; Fukatani et al., 2024; Russell et al., 2024b）．本研究

により北海道石狩湾，青森県陸奥湾，および山形県から本

種が記録された．

備考　トカゲエソには形態的・地理的に異なる二型（N

型・S型）があり，かつて N型はコウカイトカゲエソ S. 

microlepis Wu and Wang, 1931，S型はトカゲエソとされて

いた［N型：ロシア，韓国，渤海，黄海，東シナ海北部，

および対馬北部に分布，側線鱗数 64–70（最頻値 66），脊

椎骨数 61–67（63），背鰭前方鱗列数 26–30；S型：日本本

土沿岸，対馬南部，台湾，南シナ海，およびベトナムに分

布，側線鱗数 59–65（61），脊椎骨数 56–61（59），背鰭前

方鱗列数 22–27（花渕，1971；山田，2007；山田・柳下，

2013；Russell et al., 2024b）］．特に花渕（1971）は黄海・

東シナ海と九州近海から得られたトカゲエソについて多数

の標本を用いて詳細な形態的比較・検討を行っており，両

型の形態的差異と上記地域におけるそれぞれの分布域とそ

の境界について明らかにした．形態的差異の生じる要因に

ついては発生時の水温が影響している可能性を挙げたが，

水温の違いによって計数値が変化しているのであれば計数

値の変異は連続的となり，両型の最頻値の中間を埋める個

体がより多くみられるはずであるとし，年次変動がなく長

期にわたり安定している両型の差は遺伝的なものであると

考察した（花渕，1971）．実際に同一型内の異なる海域に

おける個体の比較では計数値が僅かに異なる傾向がみられ

るが（例えば，東シナ海・黄海の N型と対馬近海の N型

では脊椎骨数の最頻値が 1異なる），N型と S型の差異ほ

ど大きな差異ではなく，二型の差異は発生時の水温の変動

によって生じる計数値の変異とするには変異が大きい（山

田ほか，2007）．加えて，同属他種において環境によって

種内で脊椎骨数がこれほど変化する実例はなく（山田ほか，

2007），ワニエソにおける同様の個体群間（九州近海群と

東シナ海群）における形態の比較では脊椎骨数の平均値が

僅かに異なる程度であり（それぞれ 52.59と 52.78），各個

体の計数だけでは群を識別できない（田川，1976）．これ

らのことから，トカゲエソの N型と S型の形態的差異は

遺伝的に支持されると考えられていた（山田ほか，2007）．

しかし，西田ほか（1996）は rRNAの 16S領域と調節領域

の比較，およびアイソザイム分析を，Russell et al. (2024b)

は mtDNAの COI領域の比較を行ったところ，これらに

は遺伝的に明瞭な差異は認められなかった．そのため，

Russell et al. (2024b)は両者を同種とみなし，S. microlepis

を S. esoの新参異名とした．西田ほか（1996）は両者が同

種である場合，それらの計数形質は群ごとに決まっており，

環境条件の大きく異なる海域で発生初期を過ごし，その後

も相互に混合せずに生活する 2つの系群が存在していると

Fig. 2. Preserved specimens of Saurida eso (A: HUMZ 101761, 380.1 mm SL, Hokkaido; B: HUMZ 3211, 343.0 mm SL, Yamagata 
Prefecture) and Saurida cf. undosquamis (C: HUMZ 196533, 323.9 mm SL, Aomori Prefecture).
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考えるべきと述べた．つまり，これらを合わせるとトカゲ

エソには産卵場・生息域を異にし，形態的にも異なるが遺

伝的には差異のない 2群が存在するということになる．花

渕（1971）はこれらの分類学的位置づけについて別亜種相

当であるとし，山田（1993）は別種と判断したが，本研究

では上記の二型について，遺伝的に差異がないことと形態

的に完全に識別できないことから（中間型が少なからず存

在する），暫定的に二型間の形態的差異は種内変異である

と判断し，Russell et al.(2024b)の見解と同様に両者を同種

とみなした．ただし，両者における交流の有無（生殖隔離

の有無）と形態的差異が生じた要因については依然として

不明であり，分類学的位置づけを確定させるにはこれらに

ついて解明する必要がある．なお，本研究で使用した標

本は北海道産 1標本（HUMZ 101761）と山形県産 1標本

（HUMZ 3211）を除き S型の計数値（側線鱗数と背鰭前方

鱗列数）に内包された．北海道産標本は側線鱗数が 65，

背鰭前方鱗列数が 26であり，どちらも両型の重複値であっ

た．一方，山形県産標本は側線鱗数が 60であることで S

型に一致したが，背鰭前方鱗列数は 28であり，N型に一

致することから，形態的に識別できない個体がみられるこ

とが再確認された．

トカゲエソは尼岡ほか（2020）により北海道以南に分

布するとされていたが，標本や詳細な産地は示されていな

かった（写真個体が北海道産であるか不明）．したがって，

石狩湾産の標本は本種の北海道における標本に基づく初

めての記録となる．また，本種は S. microlepisとしてロシ

アのピーター大帝湾から記録されているが（Zemnukhov et 

al., 2016），ピーター大帝湾と石狩湾はほぼ同緯度にあるこ

とから，前述の標本はピーター大帝湾にならぶ本種の北限

記録となる．青森県においては塩垣ほか（2004）により日

本海沿岸と下北半島津軽海峡側から，宮原ほか（2002）に

より太平洋側から記録されているが，陸奥湾における記録

はなかった．したがって，陸奥湾産標本は同地点における

初めての記録となる．日本の日本海沿岸における魚類の記

録は河野ほか（2014）によって網羅的にまとめられている

が，トカゲエソの山形県における記録は知られていなかっ

た．したがって山形県産標本は本種の同県における初めて

の記録となる．

Saurida cf. undosquamis (Richardson, 1848)

ツケアゲエソ
（Fig. 2C; Table 1）

標本　HUMZ 196533，体長 323.9 mm，青森県三戸郡階

上町沖，水深 30–50 m，定置網，2005年 12月 25日．

同定　本研究で記載した標本は側線鱗数が 53であるこ

と，胸鰭後端が P–D線に達すること，最前の鰓耙が基鰓

骨と下鰓骨の接合部後端より前方に位置すること，腹面に

黒色素胞をもたないこと，および尾鰭上縁に目立つ暗色点

列があることが古𣘺・本村（2023）の示したツケアゲエソ

の特徴に一致したため本種に同定された．

分布　日本と台湾に分布し，日本国内においては愛知
県，三重県，和歌山県，高知県，宮崎県，鹿児島県本土

（東シナ海沿岸・太平洋沿岸・鹿児島湾），甑島列島，種子

島，馬毛島，屋久島，奄美大島，伊江島，沖縄島，およ

び宮古島（宮古バンク）から記録されていた（中村・本

村，2020；古𣘺・本村，2022b, 2023; Furuhashi et al., 2022; 

Motomura, 2023）．本研究により新たに青森県から本種が

記録された．また，過去の記録の再同定から静岡県にも分

布すると考えられる（備考参照）．

備考　本種のこれまでの分布北限は愛知県の三河湾で
あり，青森県産の標本は本種の分布の北限を大幅に更新す

る記録となる．なお，伊藤（2003, 2009）は静岡県からク

ロエソを水中写真に基づき記録しているが（両者は同一個

体であると思われる），写真個体は胸鰭がやや短いこと，

体背面に白色斑が複数あること，および尾鰭上縁に目立つ

暗色点列があることからツケアゲエソであると考えられる

［クロエソは胸鰭が長く，体背面に白色斑がない．また，

尾鰭上縁に暗色点列があるが，写真の個体ほど明瞭にはな

らない（古𣘺・本村，2022a, b, 2023）］．伊藤（2003, 2009）

の報告は静岡県からクロエソを報告した古𣘺・本村（2022a）

とツケアゲエソの分布の整理を行った古𣘺・本村（2022b, 

2023）においても参照されていないが，これが静岡県にお

けるツケアゲエソの初めての記録になると考えられる．た

だし，本種における写真に基づく同定は誤同定を招くおそ

れがあるため（古𣘺・本村，2023），本種が静岡県におい

て確かに分布することを示すためには同産地からの標本の

入手が望まれる．
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